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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

IoT/AIコース 修了制作

スマートエスイー：スマートシステム＆サービスおよびDX推進を担う人材の産学連携育成

LLMを用いた開発成果物生成・トレーサビリティ評価による
支援システムの構築

所属：三菱電機デジタルイノベーション株式会社 名前：大塚 賢治

人間が文書を作成し、AIは各工程で質問・修正候補を提示する

確認できた到達点

開発における問題点 提案した解決方法

生成AIによって開発文書作成を効率化したい一
方、AIが直接生成・確定すると、原文や既存資
料との対応、人間の判断過程、成果物間の関係
を確認しにくい。

・AIは質問・提案という候補を作る。
・人間は提案単位で採用、編集採用、却下、保
留を決定する。
・人間の決定、適用、工程承認、承認版を分離
し、判断過程を確認できるようにした。
【承認条件】承認を妨げる未解決事項がないこ
とを確認した後、承認版とハッシュ値を固定す
る。

既存資料
不足・曖昧さ

確認
AIの質問・
修正候補提案

人間の回答・
判断・反映

Trace確認・
工程承認

Semantic Link｜資料、要求、設計などの意味
的な対応関係

Structural Trace｜人間の決定、適用、承認な
どの構造的な関係

※ Traceは再確認個所を可視化するが、内容の正しさそのものを保証しない。

AI候補生成 → 人間判断 → 反映 → Trace確認 → 工
程承認 → 正式文書生成までの一連のワークフロー
を実装・確認。
・全工程の承認と承認版の固定
・承認版のハッシュ値による識別
・承認内容を用いた文書生成

製品化への課題と知見

・生成した文書の品質と評価、複数利用者、追加の運
用条件などの追加が必要
・Codexによる規模拡大に対し、管理と検証の整備が後
追いとなった

・AIは実装のアクセルとなったが、規模拡大により管
理方法と開発原則が重要となった。

要求から正式文書までの想定工程
プロジェクト

定義 要求整理 要件定義 基本設計

振る舞い設計試験設計トレース・
品質評価

⽂書化・
最終承認

01 AIが直接確定せず、各⼯程でAI候補と⼈間判断を分離する
02 成果物をID・revision付きで管理し、後続成果物とのTraceを確認可能にする


